
2016年４月4日発生の熊本地震、2018年6月18日発生の大阪北部地震、2018年9月4日に近畿地方に
上陸した台風、2018年9月30日に静岡に上陸した台風、2019年9月9日千葉に上陸した台風、などによ
り数十万件の大規模停電が発生しています。停電期間も長く1週間以上停電した地域もありました。
地球温暖化の影響で、年々台風の発生数は増加傾向にあり風速も大型化の傾向にありそれに伴って
災害も広範囲に広がっています。また、最近ではゲリラ豪雨による落雷による停電も発生しています。
最近特に注目されているのが『東海、南海、東南海地震』です。千葉沖～九州までの広範囲で発生
すると言われている巨大地震の発生です。不安をあおるつもりはありませんが、我々は常に自然災害すると言われている巨大地震の発生です。不安をあおるつもりはありませんが、我々は常に自然災害
を意識した生活を心がけていないといけません。
『震災は忘れたころにやってくる。』の言葉通り、常日頃から防災意識が必要です。『備えあれば憂
なし。』です。

災害時、必要な食糧関係は勿論ですが、最近では地震発生予測情報、避難情報、救援物資配給、など
全ての情報は携帯電話、スマートフォンなどの情報端末となってきています。
常に電源を入れているので、消費電力も多く2～3日でバッテリーが無くなってしまいます。
被災地では色々な情報を得ようとスマートフォンの活用があり、充電を求め長い行列や、バッテリー被災地では色々な情報を得ようとスマートフォンの活用があり、充電を求め長い行列や、バッテリー
の不足が問題となっていました。
また、真夏の場合、クーラーも使えず、扇風機も使用できない等、不便な生活環境もあります。
このような状況を少しでも解決してくれるのがモバイルバッテリーです。

富士倉は2018年8月よりモバイルバッテリーBA-155、BA-450、とソーラーパネルBA-SP、BA-SP90Wを
発売しました。更に今年10月3日にはソーラーパネル付きモバイルバッテリーBA-80を発売開始します。

モバイルバッテリーの特徴
一般的にモバイルバッテリーと言われているものにはスマートフォン充電専用のものが多くあります。一般的にモバイルバッテリーと言われているものにはスマートフォン充電専用のものが多くあります。
容量は4,000ｍAh～20,000ｍAhまで色々ですが、出力はＤＣ専用ＵＳＢ端子タイプとなっています。
使用されているバッテリーはリチウムイオンバッテリーです。2019年2月から全ての製品にＰＳＥの
認証が必要になりました。この原因は発火事故の多さと言われています。
リチウムイオンバッテリーは過充電、過放電、などの保護回路をしっかりしないと火災などの要因に
まります。

ＢＡ-155の特徴
　　　　　　　　　　ＢＡ-155は仕事用は勿論、アウトドア、防災用、災害用などの緊急電源装置とし　　　　　　　　　　ＢＡ-155は仕事用は勿論、アウトドア、防災用、災害用などの緊急電源装置とし
　　　　　　　　　　て開発した製品です。最大の特徴はＡＣ出力150ｗです。日本国内仕様ＡＣコン
　　　　　　　　　　セント２個、ＵＳＢ出力３個、ＤＣピン３個の合計８個もの出力を搭載。
　　　　　　　　　　また、ＡＣコンセントからの充電、車のシガーからの充電、別売りのＢＡ-ＳＰ
　　　　　　　　　　ソーラーパネルからの充電もできますので、太陽光さえあればどこでも充電可能
です。スマートフォンであれば約２３回充電できます。重量も1.58ｋｇと軽量ですので持ち運びも簡単。
非常時の電源として大活躍です。
よくある質問よくある質問
どれくらい使用できますか？使用時間は？　
使用時間は消費する製品により違ってきます。例えば３５Ｗの扇風機の場合、150Ｗ÷35Ｗ＝4.28時間
１５ＷのＬＥＤ照明の場合、150Ｗ÷15Ｗ＝１０時間　BA-155の出力を使用する消費電力で割って計算
します。








